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ハンドボールのコーチングについて
　ハンドボールはゲームの様相が非常に複雑で
ある。そのためコーチングをうまく進めるに
は、ハンドボールのゲームはどんな局面で構成
されていて、どんな攻防のプレーが繰り広げら
れるのかについて、指導者の理解が欠かせな
い。また、大西（1997）によると、ゲームはセッ
トディフェンス、セットオフェンス、速攻、速
攻防御の4局面で構成されるのが適切であるこ
とから、これらの局面で行われる攻撃と防御プ
レーの精度を高めていくことが、チームの競技
力向上につながると考えられる。
　ハンドボールのゲームにおいて攻撃は、
シュートを打ちやすい状況を作るために、1対1
を突破する方法、クロスプレーやスクリーンプ
レーといった2～3人のコンビネーションなどを
用いて、防御との数的均衡を打ち破ろうとし、
反対に、防御はそれを阻止しようとする（エー
レット，2003）。つまり、ゲームにおいてより多
く得点するには、攻撃プレーヤーは自分をマー
クしている防御プレーヤーと対峙している状態
を崩すこと、反対に、より失点を減らすには、
防御プレーヤーはマークしている攻撃プレー
ヤーとの対峙を保つことが重要である。その中
でも、1対1の突破とその阻止に関する戦術力の
高い選手が多くいるほど、シュートチャンスを
多く作れたり、作られなかったりするのは当然
の話である。このことは、チームの競技力向上
には、グループ戦術やチーム戦術の基盤となる
メンバーそれぞれの個人戦術力の向上が欠かせ
ないことを示している。
　日本ハンドボール協会では、日本代表チーム
の競技力向上のために2000年から始まった一貫
指導の中で、1対1を基盤とした防御の指導が行
われている（財団法人日本ハンドボール協会，
2009）。そこでは、フットワーク、ハンドワー
ク、知覚能力、ゴールキーパーとの協力をベー
スとした1対1防御プレーを身につけることの
重要性が示されている。しかしこの指導内容で
は、1対1の防御を習得するのに必要な部分的な
技術だけが取り上げられており、ゲーム中の効
果的な1対1防御プレーの方法は明確に提示され
ていない。そこで本稿では、実際のゲーム中に
起こった1対1防御プレーの様相を明らかにし、
中高生に対する一貫指導に役立つ知見（効果的
な1対1防御プレーの方法）について検討した研
究（船木・會田，2014a）を紹介する。
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私の行っている記述的ゲームパフォーマン
ス分析を用いた研究の手続き
　この研究で用いた手法は記述的ゲームパ
フォーマンス分析である。記述的ゲームパ
フォーマンス分析は、研究目的に応じて項目を
定め、特定の表記方法を使って試合でのチーム
や選手のパフォーマンスを記録し、その記録結
果を特定の観点から数量的に処理する手法であ
り（中川，2009）、主に球技における戦術行為の
分析に用いられている（鈴木・西嶋，2002；山
田ほか，2010）。
　分析場面は、セットディフェンスにおいて、
ボールを保持した攻撃プレーヤーの突破を防御
プレーヤーが1人で阻止しようとした場面とし
た。また個人防御戦術は、ボールを保持してい
る攻撃プレーヤーに対してと、ボールを保持し
ていない攻撃プレーヤーに対しての2つ分けら
れること（水上，1993）を参考にして、1対1
防御プレーを第1局面（パサーがボールを保持
している）、第2局面（ボールが空中を移動して
いる）、第3局面（マークする攻撃プレーヤーが
ボールを保持している）の3つに分けて検討し
た。
　分析項目は、各局面における防御プレーヤー
の動きを正確に表せられるように設定した。第
1、第2局面では、移動範囲、注意を向けてい
る攻撃プレーヤー、前後への動き、左右への動
きに着目した。第3局面では、攻撃プレーヤー
がボールを保持した瞬間の防御プレーヤーの位
置、前後への動き、左右への動き、相手への対
応に着目した。また最終結果として、突破阻止
の成否も分析した（図1）。
　分析は、世界レベル（世界選手権ベスト8以
上）、日本レベル（日本リーグベスト4以上）、
大学レベル（全日本インカレベスト8以上）の
チーム同士が対戦したゲームで見られた1対1場
面に限定した。標本にした場面数は、世界レベ
図 1
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ルが179、日本レベルが118、大学レベルが150
である。また、分析作業は、ハンドボールの大
学トップレベルにおいて監督またはコーチとし
て指導歴を有する3名で行った。
　効果的な1対1防御プレーの方法についてレベ
ル別に明らかにするために、次のような手順で
分析結果の処理を行った。まず、突破阻止の成
否と第3局面における防御プレーに関する4つ
の分析項目との間で、χ2乗検定と残差分析を行
い、突破阻止の成否に関連がある第3局面の防
御プレーを明らかにした。次に、突破阻止の成
否に関連がある第3局面の防御プレーと第2局面
における防御プレーに関する4つの分析項目と
の間で、さらに、第2局面と第1局面の分析項
目との間で、それぞれχ2乗検定と残差分析を行
い、各局面において突破阻止の成否に関連があ
る防御プレーを明らかにした。
ハンドボールにおける 1 対 1 防御プレーの
様相
　世界レベルにおいて、突破阻止の成否と関連
がある第3局面のプレーは「前後への動き」と
「相手への対応」であることが認められた。その
中でも前に詰めるプレー、積極的なプレー（相
手の動きを身体接触して遮断するやり方）を
行うと阻止成功しやすくなり、後に下がるプ
レー、反応的なプレー（相手の動きについてい
くやり方）を行うと阻止失敗しやすくなること
が分かった。また、第3局面の「前後への動き」
は第2局面の「前後への動き」との間に、さらに
第2局面の「前後への動き」は、第1局面の「注
意を向けている攻撃プレーヤー」「前後への動
き」との間に、それぞれ関連が認められた。と
りわけ、第1局面で前に詰めるプレー、マークす
る攻撃プレーヤーに注意を向けるプレーを行う
と、第2局面で前に詰めるプレーをする割合が
図 2
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高まることが分かった。つまり、世界レベルの
防御プレーヤーは、パサーがボールを保持して
いるときからマークする攻撃プレーヤーの動き
に注意を向け、前に詰める動きを行うことで、
オンザボールにおいて突破阻止を成功しやすい
防御プレーを行いやすくなるのである（図2）。
　日本レベルと大学レベルにおいて、突破阻止
の成否と関連がある第3局面のプレーは「相手
への対応」であることが認められた。その中で
も、積極的なプレーを行うと阻止成功しやすく
なり、反応的なプレーを行うと阻止失敗しやす
くなることが分かった。また、日本レベルの第
3局面における「相手への対応」は、第2局面の
いずれの防御プレーとの関連が認められなかっ
た。このことは、日本レベルにおいて、オフザ
ボール中の効果的な防御プレーが確立されてい
ないことを示していると考えられる。
　また、大学レベルにおける第3局面の「相手
への対応」は、第2局面の「注意を向けている
攻撃プレーヤー」との間に、さらに第2局面の
「注意を向けている攻撃プレーヤー」は、第1局
面の「左右への動き」「注意を向けている攻撃プ
レーヤー」との間に、それぞれ関連が認められ
た。とりわけ、第1局面で左右への移動をしな
いプレー、マークする攻撃プレーヤーに注意を
向けるプレーを行うと阻止成功につながりやす
いこと、一方、左右への移動を伴うプレー、パ
サーに注意を向けるプレーを行うと阻止失敗に
つながりやすいことが分かった（図3）。
効果的な 1 対 1 防御プレーを実践できる選
手を養成するためには？
　本研究において、世界レベルにおける突破
阻止の成功率は60.9 ％であり、日本レベル
（48.3％）、大学レベル（46.7％）に比べて高い
ものであった。このことは、近年の世界トップ
レベルでは、1対1の状況で防御プレーヤーが攻
撃プレーヤーよりも優位に立っていることを示
図 3
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していると考えられる。しかし、日本国内にお
いてはその逆の傾向を示しており、日本のハン
ドボールプレーヤーにとって1対1防御に関する
個人戦術力向上は大きな課題であることが分か
る。
（ 1）オンザボールにおける防御
　世界レベル、日本レベル、大学レベルのいず
れにおいても、防御プレーヤーが積極的なプ
レーをすると1対1の突破を阻止しやすいこと
が分かった。世界で最も競技レベルの高いヨー
ロッパ諸国、日本それぞれの一貫指導において
は、子どもに「オンザボールにおける積極的な
防御プレーの習慣作り」を行っている（ネメ
シュ・會田，2012）。このことは、ヨーロッパも
日本も1対1防御におけるオンザボールの指導
については、自ら積極的に動き、相手の動きを
遮断する防御が推奨され、それがゲームの1対
1場面で実践されていることを示している。た
だし、突破阻止の成功率が日本に比べて高い世
界レベルでは、オンザボール中の前に詰めるプ
レーも突破阻止につながりやすいプレーであっ
た。ヨーロッパの一貫指導では、オンザボール
中の積極的な防御プレーの習慣作りを、ボール
を保持している攻撃プレーヤーに近づく「アプ
ローチ」と、その攻撃プレーヤーに正面から
組みついて前進を妨げる「タックル」という
動きの組合せで行っている（European Handball 
Federation，online）。一方、日本の一貫指導では、
どのように積極的な防御プレーを行うかについ
ては明確に示されていない。これらのことを考
え合わせると、日本国内の防御プレーヤーの1
対1における突破阻止の成功率を高めていくに
は、「アプローチ」や「タックル」といったオン
ザボール中の防御プレーに関する指導指針を明
確にし、それをコーチング現場に落とし込む必
要がある。
（ 2）オフザボールにおける防御
　日本の一貫指導では、1対1防御におけるオフ
ザボール中のディフェンスの基本として、「味
方をカバーできる位置を取ること」、「ボールを
持っている選手の目を見ること」、「ボールに身
体の面を向けること」を挙げている。大学レベ
ルでは、第1局面におけるパサーに注意を向け
るプレーは全体の65.3％、左右への移動を伴う
プレーは全体の70.0％であった。このことは、
大学レベルのプレーヤーが日本の一貫指導シス
テムが推奨している防御プレーを忠実に行って
いることを示している。しかし、大学レベルの
第1局面における左右への移動を伴うプレー、
パサーに注意を向けるプレーは、1対1の突破阻
止を失敗しやすい防御プレーであった。これら
のことから、国内の1対1防御の成功率を向上さ
せるには、オフザボールに関する一貫指導内容
を再検討する必要があると考えられる。
　ハンドボールのようなコンタクトスポーツに
おいて、日本人は個の力が弱いと言われてい
る。それを補うために多くの指導者は、隣の人
のカバーをすることを前提としたチームディ
フェンスを徹底させることに時間を費やす。し
かし、このことが、チームの競技力の基盤とな
る個の力を高めていく時間を失い、防御におい
て1対1を守る力を養成できなくなっていること
に関係していると考えられる。日本の一貫指導
では、オフザボール中にあまり左右への移動を
伴わない、マークする攻撃プレーヤー中心の防
御プレー、個と個で負けないための具体策を考
えていく必要がある。
質的研究について
　現在、私は、効果的な1対1防御プレーを実践
できる一流選手にインタビュー調査を行い、そ
の選手のコツをまとめて、ハンドボールのコー
チングに生かせる知見を得る研究を進めている
（船木・會田，2014b）。たとえば、「オフザボー
ルで攻撃プレーヤーに近づくときに意識してい
ること」や「オンザボールで相手のどこを注意
して見ているか」など、対象者にたたみかける
ように質問をして、彼らの「実践知」を引き出
していく。今回紹介したようなゲーム分析の手
法を使って導き出した知見は、選手の動きを外
から観察したものを研究のデータとするため、
「効果的な1対1防御プレーはどうなっているの
か」を示すものである（量的研究）。一方、イ
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ンタビュー調査を使って導き出した知見は、一
流選手が実践しているプレーのやり方を研究の
データとするため、「効果的な1対1防御プレー
はどうやったらいいのか」を示すものである（質
的研究）（図4）。これらの手法をミックスさせ
て研究活動を進めることで、今後、コーチング
現場により有用な知見を提供できると考えてい
る。
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